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総人口
男
女

世帯数

10,797人（－79）
5,303人（－35）
5,494人（－44）
4,413戸

（各区別人口）平成18年3月末日現在
金武4,668人（－43）転入 57人
並里2,660人（ －1）転出134人
中川 940人（ －6）出生 8人
伊芸 915人（－15）死亡 10人
屋嘉1,614人（－14）結婚 5件

離婚 4件
（　）内は増減を表す
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▲金武小学校新１年生のみなさん

─町内小・中学校で入学式─
（関連記事 2ページ）



　

四
月
十
六
日
任
期
満
了
に
伴
い

三
月
二
十
八
日
に
告
示
さ
れ
た
金

武
町
長
選
挙
で
無
投
票
再
選
し
た

儀
武
剛
町
長
が
四
月
十
七
日
、
二

期
目
の
初
登
庁
し
職
員
ら
が
つ

く
っ
た
花
道
を
通
り
出
迎
え
を
受

け
ま
し
た
。

　

儀
武
町
長
は
、
職
員
か
ら
花
束

を
受
け
取
り
、
緊
張
し
た
面
持
ち

で
「
本
日
、
二
期
目
の
登
庁
に
あ

た
り
、
こ
う
し
て
皆
さ
ん
と
こ
れ

▲職員らの祝福を受ける儀武町長

　

四
月
十
日
、
町
内
各
小
・
中
学

校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
入
学
生
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　

金
武
小
学
校　

七
十
六
名

　

中
川
小
学
校　

十
三
名

　

嘉
芸
小
学
校　

二
十
五
名

　
　
　

計　
　
　

百
十
四
名

　

金
武
中
学
校　

百
二
十
八
名

　

ぴ
か
ぴ
か
の
新
入
生
た
ち
が
す

こ
や
か
に
成
長
し
て
い
く
よ
う
、

町
民
み
ん
な
で
見
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

中
川
小
学
校

▲

嘉
芸
小
学
校

▲

金
武
中
学
校

▲

保険福祉課

伊 藝 卓 也
総 務 課

安次富 逸 子

社会教育課（司書）

仲 田 留理子
生活環境課

仲 田 博

保健福祉課（保健師）

知 花 優 子
保健福祉課（保育士）

仲宗根 麻理子

　

保
健
福
祉
課
に
配
属
に
な
り
ま

し
た
伊
藝
卓
也
で
す
。
地
元
金
武

町
で
働
け
る
こ
と
を
誇
り
に
思

い
、
誠
意
を
持
っ
て
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

四
月
一
日
付
で
総
務
課
に
配
属

に
な
り
ま
し
た
安
次
富
逸
子
で

す
。
ふ
れ
あ
い
を
大
事
に
し
、
地

域
の
皆
様
の
役
に
立
て
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

四
月
一
日
よ
り
司
書
と
し
て
金

武
町
立
図
書
館
に
配
属
に
な
り
ま

し
た
仲
田
留
理
子
で
す
。
図
書
館

利
用
者
が
満
足
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

生
活
環
境
課
に
配
属
に
な
り
ま

し
た
仲
田
博
と
申
し
ま
す
。
地
域

福
祉
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

保
健
福
祉
課
に
配
属
に
な
り
ま

し
た
知
花
優
子
と
申
し
ま
す
。
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
担
当
の
保

健
師
で
す
。
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー

は
高
齢
者
の
皆
様
の
総
合
相
談
窓

口
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

四
月
か
ら
保
育
士
と
し
て
採
用

に
な
り
、
日
々
子
ど
も
達
と
楽
し

く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達

の
よ
う
に
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
を
た
や

さ
ず
ス
テ
キ
な
先
生
を
目
指
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

人事異動一覧表（平成 18 年４月１日付）

NO 氏　名
新　所　属　課 旧　所　属　課

NO 氏　名
新　所　属　課 旧　所　属　課

課　名 職　名 課　名 職　名 課　名 職　名 課　名 職　名

1 安次富　逸子 総務課 主事（新採用） 17 小橋川　 正 学校教育課 給食センター
（係長） 住民課 固定資産税係長

2 伊 藝　卓 也 保健福祉課 主事（新採用） 18 仲　田　　聰 保健福祉課 保健福祉係長 保健福祉課 保健福祉
総括係長

3 仲　田　　博 生活環境課 主幹（新採用） 19 安里　絵美利 総務課 主事 学校教育課 主事

4 仲田　留理子 社会教育課
（出向） 主事（新採用） 20 新 里　夏 希 住民課 主事 総務課 主事

5 仲宗根麻理子 保健福祉課 保育士（新採用） 21 渡久地　生子 建設課 主事 水道課 主事

6 知 花　優 子 保健福祉課 保健師（新採用） 22 前　田　　恒 住民課 主事 企画課 主事

7 比 嘉　貴 一 総務課　 課長補佐
（昇任） 総務課 財政係長 23 与那城ツルエ 保健福祉課 主査 住民課 主査

8 神 元　昭 子 浜田保育所 所長（昇任） 並里保育所 主任保育士 24 知 念　妙 子 並里保育所 主任保育士
（昇任） 浜田保育所 保育士

9 与 儀　実 栄 産業振興課 課長補佐 水道課 課長補佐 25 宮　里　　亮 生活環境課 主任 介護保険
広域連合 主任

10 仲 間　政 雄 水道課 課長補佐 農業委員会 課長補佐 26 前 田　夏 子 住民課 主査 生活環境課 主査

11 小波津　武則 監査事務局 事務局長 総務課 課長補佐 27 長 嶺　郁 子 水道課 主査 保健福祉課 主査

12 富 山　秋 男 総務課 人事・電算係長 学校教育課 給食センター
（係長） 28 上 間　江 利 学校教育課

（出向） 主事 総務課 主事

13 儀　間　　権 総務課 財政係長
（昇任） 企画課 主事 29 仲 里　雄 也 企画課 主事 総務課 主事

14 金 城　貴 浩 住民課 固定資産税係長 総務課 人事・電算係長 30 金 城　明 美 総務課 主事 建設課 主事

15 池 原　博 章 農業委員会 事務局係長
（出向） 建設課 建設第２係長 31 伊 芸　健 作 介護保険

広域連合 主事 保健福祉課 主事

16 與那城　 樹 建設課 建設第2係長
（昇任） 建設課 技師

新
一
年
生
、
元
気
に
入
学

｜
町
内
各
小
学
校
・
中
学
校
入
学
式
｜

金
武
町
役
場
人
事
異
動
紹
介

新
採
用
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

金
武
町
役
場
で
は
、
四
月
一
日
付
で
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

儀武町長、２期目初登庁

平成18年度 新任学校職員一覧

NO 氏　名 新任校 職　名

1 喜友名　純　子 嘉芸小 校長

2 伊　波　一　男 中川小 校長

3 東　原　孝　子 中川小 教諭

4 川上　明美 中川小 教諭

5 島袋　純子 中川小 教諭

6 宮里　恵美子 金武小 教諭

7 島袋　洋 金武小 教諭

8 平山　鈴美 金武小 教諭

9 米須　清之 金武小 教諭

10 屋宜　早和子 金武小 教諭

11 仲村　毅 金武中 教諭

12 野原　さおり 金武中 教諭

13 具志堅　勝司 金武中 教諭

14 新城　由岐子 金武中 教諭

15 徳村　夕子 中川小 養護教諭

か
ら
の
四
年
間
、
共
に
町
づ
く
り

が
出
来
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
四
年
間

の
町
政
運
営
に
つ
い
て
、
町
長
と

し
て
の
使
命
と
責
任
の
大
き
さ
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
、

今
後
も
初
心
を
忘
れ
ず
全
身
全
霊

を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。」
と
就
任
あ
い
さ
つ
を
し
ま

し
た
。

平成18年（2006年）5月号 2平成18年（2006年）5月号3



歳出
（性質別）
6,175,222
（単位:千円）

歳出
（目的別）
6,175,222
（単位:千円）

歳入
（目的別）
6,175,222
（単位:千円）

その他の経費
　284,747
　（4.62％）

公債費
433,700
（7.02％）

国庫支出金
450,973
（7.30％）

町税
899,840
（14.57％）

その他
1,272,969
（20.62％）

財産収入
1,770,264
（28.67％）

地方交付税
1,503,263
（24,34％）

施設等所在市町村
調整交付金
277,969
（4.50％）

衛生費
458,026
（7.42％）

農林水産業費
644,064
（10.43％）

その他
384,747
（6.23％）

総務費
2,003,852
（32.45％）

民生費
1,211,724
（19.62％）

補助費等
1,605,071
（25.99％）

予備費
10,000
（0.16％）

人件費
1,430,454
（23.16％）

物件費
1,310,233
（21.22％）

扶助費
337,997
（5.47％）

土木費
271,596
（4.40％）

教育費
767,510
（12.43％）

公債費
433,700
（7.02％）

投資的経費
763,020
（12.36％）

本
町
の
平
成
十
八
年
度
の
一
般

会
計
予
算
総
額
は
、
六
十
一
億
七

千
五
百
二
十
二
万
二
千
円
で
対
前

年
度
比
〇
・
五
三
％
（
三
千
二
百

八
十
一
万
円
）
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。歳

入
で
増
額
と
な
っ
た
主
な
も
の

は
、
株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付
金

七
百
三
十
九
・
一
九
％
（
五
十
四

万
七
千
円
）、
配
当
割
交
付
金
二

百
七
十
八
・
九
八
％
（
百
二
十
六

万
一
千
円
）、
県
支
出
金
七
十
・

九
三
％
（
一
億
五
千
二
百
九
十
万

一
千
円
）、
繰
入
金
五
十
三
・
七

八
％
（
三
千
八
百
九
十
八
万
二
千

円
）、
利
子
割
交
付
金
四
十
四
・

六
八
％
（
六
十
八
万
四
千
円
）
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
減
額
と
な
っ
た

主
な
も
の
は
、
諸
収
入
△
五
十
六
・

七
八
％
（
△
一
億
三
千
二
百
五
十

四
万
六
千
円
）、
地
方
特
例
交
付

金
△
五
十
・
五
四
％
（
△
八
百
六

十
二
万
四
千
円
）、
町
債
△
七
・

三
〇
％
（
△
一
千
四
百
七
十
一
万

五
千
円
）、
地
方
交
付
税
△
四
・

〇
八
％
（
△
六
千
三
百
九
十
万
五

千
円
）
で
あ
り
ま
す
。

歳
出
別
（
性
質
別
）
で
は
、
投

資
的
経
費
二
十
五
・
三
四
％
（
一

億
五
千
四
百
二
十
六
万
四
千

円
）、
扶
助
費
十
五
・
五
八
％
（
四

千
五
百
五
十
五
万
六
千
円
）、
物

件
費
三
・
二
〇
％
（
四
千
五
十
七

万
三
千
円
）
が
増
と
な
っ
て
お
り
、

公
債
費
△
一
三
・
三
六
％
（
△
六

千
六
百
八
十
八
万
三
千
円
）
が
減

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
投
資
的
経
費

の
事
業
を
み
る
と
、
ふ
る
さ
と
づ
く

り
整
備
事
業
（
ネ
イ
チ
ャ
ー
み
ら
い

館
（
仮
称
）
建
設
工
事
）、
屋
嘉

地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
管
路

工
事
、
特
用
林
産
物
施
設
造
成

工
事
、
町
道
整
備
工
事
な
ど
が
主

な
事
業
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、

補
正
予
算
で
特
用
林
産
物
（
ぶ
な

し
め
じ
）
施
設
整
備
事
業
及
び
、

金
武
町
特
産
品
加
工
施
設
整
備

事
業
、
町
道
一
一
一
号
線
改
築

事
業
、
金
武
町
教
育
委
員
会
事

務
所
建
設
工
事
の
事
業
等
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
当
初
予
算
編
成

状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
三
位
一

体
の
改
革
が
推
進
さ
れ
る
中
、
地

方
交
付
税
は
国
の
予
算
総
額
が
対

前
年
度
五
．
九
％
の
減
、
臨
時
財

政
対
策
債
に
つ
い
て
も
九
・
八
％
の

減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
歳
出
で
は
、

物
件
費
、
補
助
費
等
を
抑
制
し
経

常
経
費
の
削
減
な
ど
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

　

地
方
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は

今
後
も
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
国
の
地
方
財

政
対
策
、
町
の
財
政
事
業
を
踏
ま

え
、
投
資
的
経
費
に
係
る
事
業
を

計
画
的
に
推
進
し
、
安
定
的
な
財

政
運
営
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一般会計　歳入・歳出の内訳

歳　　　　　　出

科　目 金　額 構成比

目　

的　

別

1 款　議会費

千円

123,449

％

2.00

2 款　総務費 2,003,852 32.45

3 款　民生費 1,211,724 19.62

4 款　衛生費 458,026 7.42

5 款　労働費 17,006 0.28

6 款　農林水産業費 644,067 10.43

7 款　商工費 32,913 0.53

8 款　土木費 271,596 4.40

9 款　消防費 194,914 3.16

10 款　教育費 767,510 12.43

11 款　災害復旧費 10 0.00

12 款　公債費 433,700 7.02

13 款　諸支出金 6,455 0.10

14 款　予備費 10,000 0.16

合　計 6,175,222 100.00

性　

質　

別

人件費 1,430,454 23.16

物件費 1,310,233 21.22

扶助費 337,997 5.47

補助費等 1,605,071 25.99

公債費 433,700 7.02

投資的経費 763,020 12.36

その他の経費 284,747 4.61

予備費 10,000 0.16

合　計 6,175,222 100.00

歳　　　　　　入

事　　　　　項 金　額 構成比 対前年比

1款　町税

千円

899,840

％

14.57

％

3.54

2 款　地方譲与税 88,167 1.43 △ 1.51

3 款　利子割交付金 2,215 0.04 44.68

4 款　配当割交付金 1,713 0.03 278.98

5 款　株式等譲渡所得割交付金 621 0.01 739.19

7 款　地方消費税交付金 76,629 1.24 6.19

8 款　自動車取得税交付金 17,253 0.28 14.65

9 款　国有提供施設等所在市町村助成交付金 174,898 2.83 4.00

10 款　施設等所在市町村調整交付金 277,969 4.50 0.00

11 款　地方特例交付金 8,441 0.14 △ 50.54

12 款　地方交付税 1,503,263 24.34 △ 4.08

13 款　交通安全対策特別交付金 2,232 0.04 14.46

14 款　分担金及び負担金 52,657 0.85 7.49

15 款　使用料及び手数料 80,387 1.30 0.85

16 款　国庫支出金 450,973 7.30 △ 0.69

17 款　県支出金 368,457 5.97 70.93

18 款　財産収入 1,770,264 28.67 0.79

19 款　寄附金 1 0.00 0.00

20 款　繰入金 111,464 1.81 53.78

21 款　繰越金 1 0.00 0.00

22 款　諸収入 100,892 1.63 △ 56.78

23 款　町債 186,885 3.03 △ 7.30

歳入合計 6,175,222 100.00 0.53

特別会計及び企業会計予算

会計　　　　　　　　　　　　　　年度 平成 18 年度 平成 17 年度 比　　較 伸び率（％）

国民健康保険事業特別会計 1,573,250 1,462,743 110,507 7.55 

有線放送電話事業特別会計 26,156 27,765 △ 1,609 △ 5.80

老人保健特別会計 1,015,310 1,083,897 △ 68,587 △ 6.33

　　　　　　　計 2,614,716 2,574,405 40,311 1.57 

水道事業会計（支出） 392,989 397,927 △ 4,938 △ 1.24

屋嘉地区簡易水道事業会計（支出） 34,440 33,098 1,342 4.05 

　　　　　　　計 427,429 431,025 △ 3,596 △ 0.83

平
成
18
年
度

一般会計
予算総額61億7,522万2千円

単位:千円

町民一人あたりの予算額 572 千円

町民一人あたりの予算額税負担額 83 千円

※町民一人あたりの予算額と税負担額は、

それぞれ平成18年度一般会計予算総額と

町税額を平成18年3月末人口10,797人で

除した額です。

町民一人あたりの予算額と税負担額

平成18年（2006年）5月号 4平成18年（2006年）5月号5



沖縄県自動車税の納期内納付にご協力をお願いします。

わすれ
ないでね

自動車税  納めて未来へ LET’S  GO！！

は自動車税の
　納期限です。5 31 水月 日

納付場所

問い合わせ先

■琉球銀行　　　　　　■沖縄銀行　
■沖縄海邦銀行　　　　■コザ信用金庫
■商工会議所那覇支店　■沖縄県農業協同組合　
■みずほ銀行　　　　　■沖縄県労働金庫

平成18年5月27日（土）、28日（日）は
各県税事務所、自動車税事務所、支
庁県税課で納めることができます。
時間は午前8時30分～午後5時まで

自動車税事務所
宮古支庁県税課
八重山支庁県税課

1 0 9 8 - 8 7 9 - 1 6 2 7
1 0 9 8 0 - 7 2 - 2 5 5 3
1 0 9 8 0 - 8 2 - 3 0 4 5

　

三
月
二
十
六
日
、
屋
嘉
区
で
は

任
期
満
了
に
伴
う
区
長
選
挙
の
告

示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
無
投
票
で
大
城
政

光
氏
が
屋
嘉
区
長
に
就
任
し
ま
し

た
。

屋嘉区長

大 城 政 光 氏

　

三
月
二
十
日
、
介
護
老
人
保

健
施
設
信
愛
の
丘
（
住
田
博
彦

施
設
長
）
で
は
、
町
内
の
三
小
学

校
に
各
三
十
万
円
、
金
武
町
社

会
福
祉
協
議
会
五
十
万
円
の
寄

付
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

同
施
設
は
、
開
設

十
五
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
や
育
成
、
社
会
福
祉

に
役
立
て
て
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
で
、
寄
付
金

贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　

安
谷
屋
和
彦
専
務
理

事
は
、「
友
愛
訪
問
で
訪

れ
る
子
ど
も
た
ち
と
楽

し
そ
う
に
会
話
を
す
る

老
人
を
目
の
当
た
り
に

し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な

姿
を
見
る
の
が
老
人
た
ち
の
生

き
が
い
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま

し
た
。」
と
今
回
の
寄
付
に
至

る
経
緯
を
述
べ
ま
し
た
。

〝
信
愛
の
丘
〞が
町
内
三
小
学
校
と

社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
金
を
贈
呈

大
城
政
光
氏
が
就
任

│

屋
嘉
区
長
選
挙

│
　

よ
り
良
い
新
開
地
を
目
指
し
て

地
域
ぐ
る
み
で
環
境
美
化
を
図
ろ

う
と
新
開
地
地
域
環
境
美
化
活
動

（
主
催
：
金
武
町
商
工
会
・
金
武

町
社
交
飲
食
業
組
合
）
が
四
月
五

日
、
通
称
中
央
通
り
・
む
つ
み
通

り
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

住
民
や
店
の
経
営
者
三
十
五
人

が
参
加
し
た
美
化
活
動
で
は
、
用

意
さ
れ
た
プ
ラ
ン
タ
ー
に
ペ
チ
ュ

ニ
ア
や
ベ
ゴ
ニ
ア
な
ど
の
色
鮮
や

か
な
花
々
を
植
え
付
け
、
新
開
地

地
域
の
美
化
に
貢
献
し
ま
し
た
。

新
開
地
地
域
を

　

花
い
っ
ぱ
い
に

〜
新
開
地
地
域
美
化
活
動
〜

プ
ラ
ン
タ
ー
に
花
を
植
え
付
け
る

参
加
者
の
み
な
さ
ん

▲

行

政

改

革

大

綱

行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定

　

金
武
町
で
は
、
行
政
改
革
の
基
本
方
針
を
定
め
、
こ
れ
を
積

極
的
に
推
進
す
る
為
、
金
武
町
行
政
改
革
大
綱
及
び
金
武
町
行

財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
三
月
三
十
一
日
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

　

金
武
町
行
政
改
革
大
綱

　

少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来
、
情

報
化
、
国
際
化
の
進
展
、
価
値
観

の
多
様
化
等
に
よ
り
住
民
ニ
ー
ズ

は
ま
す
ま
す
多
様
化
、
高
度
化
す

る
と
と
も
に
、地
方
分
権
の
拡
大
、

国
の
三
位
一
体
改
革
等
に
よ
る
地

方
公
共
団
体
へ
の
事
務
・
事
業
の

委
譲
や
国
庫
補
助
金
等
の
縮
減
、

税
源
移
譲
等
に
よ
り
、
地
方
公
共

団
体
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
地
方
公
共
団
体
を
通
じ
た
厳
し

い
財
政
状
況
の
な
か
、
地
方
公
共

団
体
の
創
意
工
夫
に
よ
り
住
民
福

祉
の
向
上
を
推
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
近
年
に

お
い
て
は
住
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

や
住
民
、
各
種
団
体
等
と
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
る

な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
運
営
の

あ
り
方
が
見
直
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
今

後
多
様
化
、
高
度
化
す
る
住
民

ニ
ー
ズ
や
行
政
課
題
に
的
確
に
対

応
す
る
と
と
も
に
、
住
民
と
の
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
等
を
推
進

し
、
さ
ら
に
安
定
し
た
行
財
政
運

営
の
確
立
を
図
る
た
め
に
は
、
こ

れ
ま
で
の
行
政
の
あ
り
方
を
見
直

し
、
新
し
い
視
点
に
た
っ
て
行
政

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
今
後
の
行
政
改
革

の
基
本
方
針
を
定
め
、
こ
れ
を
積

極
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

効
果
的
、
効
率
的
な
行
財
政
の
確

立
を
図
り
、
計
画
的
に
行
政
運
営

を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
基
本
方

針
と
し
て
次
ぎ
の
六
項
目
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

一　

町
民
の
視
点
に
立
っ
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
推
進

二　

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運
営

の
実
現

三　

健
全
な
財
政
運
営
の
推
進

四　

行
政
の
公
正
の
確
保
と
透
明

性
の
向
上

五　

職
員
の
能
力
開
発
・
育
成
に

よ
る
時
代
の
変
化
へ
の
対
応

六　

行
政
改
革
大
綱
の
策
定
・
見
直

し
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
公
表
等

　

※
行
政
改
革
の
計
画
期
間

　
　

平
成
十
八
年
度
か
ら

　
　

平
成
二
十
二
年
度

　

ま
た
、
行
政
改
革
推
進
上
の
主

要
事
項
と
し
て
次
ぎ
の
七
項
目
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

一　

行
政
の
担
う
べ
き
役
割
の
重

点
化

二　

行
政
ニ
ー
ズ
へ
の
迅
速
か
つ
的

確
な
対
応
を
可
能
と
す
る
組
織

三　

定
員
管
理
及
び
給
与
の
適
正

化
等

四　

人
材
育
成
の
推
進

五　

公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上

六　

電
子
自
治
体
の
推
進

七　

自
主
性
・
自
律
性
の
高
い
財

政
運
営
の
確
保

　

金
武
町
行
財
政

　

集
中
改
革
プ
ラ
ン

　
　

策
定
及
び
運
用

　

金
武
町
行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ

ン
は
、
金
武
町
行
政
改
革
大
綱
に

基
づ
き
具
体
的
な
取
組
を
集
中
的

に
実
施
す
る
た
め
、
平
成
十
七
年

度
を
起
点
と
し
、
平
成
二
十
一
年

度
ま
で
の
具
体
的
な
取
組
を
取
り

ま
と
め
た
も
の
で
す
。
行
政
改
革

大
綱
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
真
に
実

効
性
の
あ
る
行
政
改
革
を
推
進
す

る
た
め
、
町
政
の
重
要
課
題
と
し

て
位
置
付
け
強
力
に
推
進
し
て
い

く
も
の
と
し
ま
す
。

　

今
後
こ
の
行
財
政
集
中
改
革

プ
ラ
ン
を
着
実
に
実
行
し
、
簡
素

で
効
率
的
な
行
政
運
営
を
推
進
し

て
い
く
と
と
も
に
、
こ
の
集
中
改

革
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、

金
武
町
行
政
改
革
推
進
本
部
に
お

い
て
随
時
進
行
管
理
を
行
い
改
善

の
効
果
を
適
正
に
評
価
し
、
町
民

の
立
場
に
立
っ
た
行
政
を
一
層

推
進
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
ま
た
、

実
施
項
目
ご
と
の
状
況
を
勘
案
し

な
が
ら
適
宜
見
直
し
を
行
う
こ
と

と
し
、
そ
の
都
度
公
表
を
行
い
ま
す
。

　

行
政
改
革
推
進
の
た
め
の

　

主
要
事
項

　

行
政
改
革
推
進
の
た
め
の
主
要

事
項
と
し
て
次
ぎ
の
七
項
目
を
推

進
し
ま
す
。

一　

行
政
の
担
う
べ
き
役
割
の
重

点
化

　

⑴
事
務
事
業
の
再
編
・
整
理
、

廃
止
・
統
合

　

⑵
民
間
委
託
等
の
推
進

　

⑶
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用

　

⑷
地
方
公
営
企
業
（
水
道
事
業

の
健
全
化
）

二　

行
政
ニ
ー
ズ
へ
の
迅
速
か
つ
的

確
な
対
応
を
可
能
と
す
る
組
織

　

⑴
事
務
・
事
業
等
に
つ
い
て
不

断
に
正
当
性
の
検
証
を
行
い
、

事
務
量
や
重
点
施
策
等
に
応

じ
た
適
正
な
職
員
の
配
置
を

行
い
ま
す
。

　

⑵
各
種
委
員
会
、
審
議
会
等
に

つ
い
て
、
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

三　

定
員
管
理
及
び
給
与
の
適
正

化

　

⑴
定
員
管
理
の
適
正
化

　

⑵
給
与
の
適
正
化

　

⑶
定
員
・
給
与
等
の
状
況
の
公
表

　

⑷
福
利
厚
生
事
業

四　

人
材
育
成
の
推
進

　

⑴
人
材
育
成
方
針
の
策
定

　

⑵
職
員
評
価
制
度
の
導
入

　

⑶
各
種
研
修
へ
の
派
遣

　

⑷
職
員
の
意
識
改
革

五　

公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上

　

⑴
行
政
手
続
の
適
正
化

　

⑵
情
報
公
開
の
推
進

　

⑶
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

の
活
用

六　

電
子
自
治
体
の
推
進

　

⑴
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
積
極
的

な
活
用

　

⑵
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

の
推
進

　

⑶
他
の
団
体
と
の
広
域
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

　

⑷
各
種
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備

　

⑸
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
充
実

　

⑹
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

七　

自
主
性
・
自
律
性
の
高
い
財

政
運
営
の
確
保

　

⑴
経
費
の
節
減
合
理
化
等
財
政

の
健
全
化

　

⑵
補
助
金
等
の
整
理
合
理
化

　

⑶
公
共
工
事

※
行
政
改
革
大
綱
・
集
中
改
革
プ

ラ
ン
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

全
文
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

▲中川小へ寄付金の贈呈を行った安谷屋専務理事
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行政相談員に
津嘉山徳子さんを委嘱

■救済の対象者
　労働者又は特別加入者であって石綿にさらされる業務に従
事することにより、指定疫病等※1にかかり、これにより死亡
した方(以下「死亡労働者等」といいます。)※2の遺族であっ
て、時効※3により労災保険法に基づく遺族補償給付※4の支給
を受ける権利が消滅した方です。
※1 指定疫病等とは
　指定疫病等とは、中皮種、気管支又は肺の悪性新生物(肺
がん)、石綿肺、びまん性胸膜肥厚及び良性石綿胸水とす
る予定です。
※2 死亡労働者等について
　昭和22年9月1日以降に指定疫病等にかかり、これによ
り、この法律の施行(平成18年3月27日となる予定です。)
の前日の5年前の日(平成13年3月26日) までに死亡した
方をいいます。
　注) 平成13年3月27日以降に死亡した労働者(特別加入
を含む)の遺族の方については、労働保険法に基づく遺族
補償給付の対象となります。遺族補償給付の支給を受ける
権利は、※3のとおり、労働者等が亡くなった日の翌日か
ら起算して5年で消滅しますので御注意ください。
※3 時効について
　遺族補償給付の支給を受ける権利は、労働者(特別加入
者を含む)が亡くなられた日の翌日から起算して5年以内
に請求しない場合には、時効によって消滅します。
※4 労働保険法に基づく遺族補償給付とは
　労働者(特別加入者を含む)が業務上の事由による負傷又
は疫病により死亡した場合に、その遺族に対して支給され
るもの。
お問い合わせ先
　特別遺族年金又は特別遺族一時金について、さらに詳しく
内容をお知りになりたいときは、最寄りの都道府県労働局又
は労働基準監督署までお問い合わせください。
また、労災補償の対象とならない方への救済給付について
は、独立行政法人環境再生保全機構(0120-389-931)までお問
い合わせください。

石綿による健康被害の救済に関する
法律が制定されました

*試験日時：平成18年7月9日(日)　午前10時開始
*試験の種類：甲種、乙種(第1類～6類)、丙種
*試験会場：南部農林高等学校・沖縄国際大学・北部農林高等学校 
*受験願書受付期間：平成18年5月29日(月)～6月2日(金)
*受験案内書配布先：各消防本部、宮古支庁総務観光振興課、
　　　　　　　　　　消防試験研究センター
*受験受付方法：受験願書を消防試験研究センターへ郵送又は
　　　　　　　　直接窓口へ持参
☆お問合わせ先：(財)消防試験研究センター沖縄県支部
　　　　　　　　〒900-0029 那覇市旭町116-30　TEL 867-5332

危険物取扱者試験

　行政相談員は、行政相談委員法に基づき、国の行政運営の

改善などに熱意を有する方に対して、総務大臣が委嘱するも

のです。行政相談委員は、国民が毎日の暮らしの中で感じて

いる国の役所等の仕事について、苦情や意見・要望を直接受

付、その解決・実現に努めまています。例えば

○取扱いに納得できない

○このようにしてほしい

○どこへ相談してよいかわからない

○国の役所の手続きや制度について教えてほしい

など　相談ごとがありましたら、お気軽にご利用下さい。

NTT（098）968-2517
連絡先

　行政相談委員に委嘱された
　津嘉山徳子さん

▲

一方通行区間

中央通り

むつみ通り

歩

行

者

用

道

路

○新開地整備事業は完了しました
　新開地整備事業（工事）の道路工事、照明工事を、平成

18年３月20日をもって完了しました。

　工事期間中は御協力ありがとうございまいました。

　下記の図面のとおり、中央通り、むつみ通りが一方通行

となっています。

拡充の内容
　支給対象年齢が、これまでの小学校３年生（９歳到達後最初の年度末）までから、小学校６年生（12歳到達後最初の
年度末）までに拡大され、併せて、所得制限が引き上げられます。

○平成18年度に小学校４年生の児童がいる保護者の皆様（平成８年４月２日生まれ～平成９年４月１日生まれ）
これまで、当該児童に係る児童手当を受給していた保護者の方は、特段の手続きをする必要がありません。
上記に該当しない保護者の方で、次の受給資格がある場合は、認定請求の手続きが必要になります。

○平成18年度に小学校５年生または６年生の児童がいる保護者の皆様（平成６年４月２日生まれ～平成８年４月１日生まれ）
　これまで、児童手当を受給していない保護者の方は認定請求、児童手当を受給していた保護者の方は額改定認定請求
の手続きが必要となります。

○これまで、所得制限により児童手当を受給していない保護者の皆様
　所得制限の引き上げにより、新たに児童手当を受給できる場合がありますので、該当する保護者の方は、認定請求の
手続きが必要となります。

【認定請求書に必要な添付書類】
・印鑑 　・銀行の通帳 　・健康保険証 ・児童の住民票謄本（児童と別居の方で、児童が金武町以外に住んでいる方のみ）
・平成17年度児童手当用所得証明書（平成17年１月１日以降金武町に転入された方のみ）

※詳しくは、市町村窓口（公務員の方は勤務先）にお問い合わせください。

金武町役場　保健福祉課　NTT　９６８－３５５９　有線　８－３５５９

平成１８年４月１日から児童手当が拡充されます

●内容
　「金武町子育て激励金支給制度」は、新たに町民となった出
生児がすこやかに成長することを願い、出生児の保護者に対
して、経済的な負担の軽減を図り、児童福祉の向上に寄与
するものです。
●支給の対象者は？
※平成18年4月１日以降に生まれた赤ちゃんに適用し、かつ
下記の条件を満たしている方。
①赤ちゃんを産んだお母さん、またはその赤ちゃんを養育する
人（保護者）で、赤ちゃんが誕生した日の90日以上前から
金武町に住所を有し、出生後も引き続いて赤ちゃんとともに
90日以上金武町に住所を有する方です。
②①での該当者と同じ世帯に住む方（全員）に、申請の時点
で以下の項目に滞納がないことです。
・町税　・町立幼稚園の保育料及び給食費
・介護保険料　・町立小学校及び中学校の給食費
・国民健康保険税　・水道料
・町立保育所の保育料　・町営住宅の家賃　等
●支給される金額は？
子育て激励金の支給額は、平成18年4月１日以降に生ま
れた赤ちゃん１人につき１０万円です。
●申請のときに必要な書類は？
①住民票謄本 ②納税証明書 ③子育て激励金支給申請書
④納税等調査のための同意書
※①、②は役場住民課（手数料が出ます）、③、④は保健福祉
センターにあります。
●どこへ提出ですか？
金武町総合保健福祉センターにて受け付けています。
●申請の期限はいつまでですか？
赤ちゃんの生まれた日から90日以降１年以内に申請してく
ださい。

＊詳細については…
金武町総合保健福祉センターまでお問い合わせください。

NTT　９６８‐５９３２　有線電話　８‐５９３２

「金武町子育て激励金」について
●内容
　「金武町虫歯予防奨励金支給制度」は、健康づくりの基本
となる食を生涯にわたって自分自身の歯で食し、自らの健康
管理ができるように、その始まりである幼児の虫歯予防に寄与
し、幼少からの健康づくり及び保健活動の推進を図るもので
す。
●支給の対象者は？
　（※平成18年４月１日以降に下記の条件を満たしている方。）
①平成18年4月1日以降に町が実施する３歳児健診におい
て、「これまでに虫歯がない」と診断された児の保護者。
②児とともに３歳児健診日の90日以上前から金武町に住所を
有し、３歳児健診後も児ともに90日以上金武町に住所を有
している者。
③①、②での該当者と同じ世帯に住む方（全員）に、申請の時
点で以下の項目に滞納がないことです。
・町税　・町立幼稚園の保育料及び給食費
・介護保険料　・町立小学校及び中学校の給食費
・国民健康保険税　・水道料
・町立保育所の保育料　・町営住宅の家賃　等
●支給される金額は？
虫歯予防奨励金の支給額は、１人につき３万円です。
●申請のときに必要な書類は？
①住民票謄本　②納税証明書　③虫歯予防奨励金支給申請書
④納税等調査のための同意書
※①、②は役場住民課（手数料が出ます）、③、④は保健福祉
センターにあります。
●どこへ提出ですか？
金武町総合保健福祉センターにて受け付けています。
●申請の期限はいつまでですか？
申請期間は、３歳児健診の日から90日以降１年以内です。

＊詳細については…
金武町総合保健福祉センターまでお問い合わせください。

NTT　９６８‐５９３２　　有線電話　８‐５９３２

「金武町虫歯予防奨励金」について
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し
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出
会
い
の
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節
で
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。

み
な
さ
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思
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り
を
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出
会
い
が
も
っ
と
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。

金武町の自然を町内外にアピールしようと、第1回水田と野鳥とマングローブの里「金武町自然体験まつり」

が 3月19日、福花原億首川河口で行われました。会場となった福花原河口付近では、11の体験コーナーが

設けられたほか、億首川に設置されたステージではライブなども行われ、多くの人々で賑わいをみせました。
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金武町の自然を満喫！
──第 1回 金武町自然体験まつり開催──
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